
◇
事
業
者
が
で
き
る
限
り
蓋
か
け
整
備
を
す
る

◇
蓋
か
け
部
の
上
部
の
整
備
に
つ
い
て
、
設
計
段
階
か
ら

地
域
の
意
見
を
十
分
聴
き
な
が
ら
、
公
園
ま
た
は
緑
地

的
な
利
用
が
可
能
と
な
る
よ
う
検
討

◇
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
周
辺
の
市
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
支
援

や
協
力
に
努
め
て
い
く

●
三
鷹
市
の
将
来
像
で
あ
る「
緑
と
水
の
公
園
都
市
」と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
、
北
野
の「
緑
と
農
の
あ
る
風
景
」と
い

う
地
域
特
性
を
活
か
し
た
拠
点
、
言
わ
ば
”北
野
の
里

（
仮
称
）“
と
し
て
、
面
的
な
整
備
が
推
進
で
き
る
よ
う
、

可
能
な
限
り
の
蓋
か
け
を
要
望

●
蓋
か
け
上
部
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
で
あ
る
国
及
び
都

に
お
い
て
、
市
民
農
園
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
、
ス
ポ

ー
ツ
広
場
な
ど
の
施
設
を
配
置
し
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル

的
な
公
園（
農
業
公
園
）と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
要
望

●
設
計
段
階
に
お
い
て
市
や
市
民
の
意
向
を
十
分
反
映
す

る
こ
と
や
、
管
理
主
体
を
市
と
す
る
こ
と
を
要
望

◇
地
域
の
農
業
者
な
ど
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
代
替
農

地
の
確
保
、
斡
旋
、
情
報
提
供
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
仕

組
み
づ
く
り
の
検
討

●
物
納
さ
れ
た
農
地
の
活
用
や
買
い
取
り
申
し
出
の
あ
っ

た
生
産
緑
地
を
先
行
取
得
し
て
、
早
い
段
階
か
ら
代
替

農
地
を
確
保
す
る
仕
組
み
の
構
築
を
要
望

●
蓋
か
け
部
を
活
用
し
た
都
市
農
業
の
振
興
策
と
し
て
、

農
風
景
の
保
全
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
の
支
援
・
協
力

を
す
る
と
と
も
に
、
蓋
か
け
の
上
部
に
市
民
農
園
、
農

産
物
の
産
地
直
売
施
設
の
設
置
な
ど
の
支
援
を
要
望

②
都
市
農
地
の
保
全

（
農
業
環
境
の
保
全
及
び
活
性
化
の
支
援
）

①
蓋
か
け
部
の
上
部
利
用

（
北
野
の
里（
仮
称
）の
創
出
に
向
け
た
対
応
・
支
援
）

市が要望している都市計画道路等�
都が対応方針を示した都市計画道路�

東八道路東八道路
�

東八道路
�

人見街道人見街道�人見街道� 放射5号線�
放射5号線�

東八道路東八道路�
インターチェンジ�
東八道路�
インターチェンジ�

中央中央ジャンクション�中央ジャンクション�

◇
事
業
者
で
あ
る
都
が
、
東
八
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
都
市
計
画
道

路
に
つ
い
て
、
外
環
本
線
の
事
業
に
あ
わ
せ
て
整
備
す
る
具
体
的
な
路
線
を

示
し
た

◇
国
が
、
都
や
市
区
に
対
し
可
能
な
限
り
支
援
す
る
方
針
を
示
し
た

●
現
在
、
都
が
事
業
着
手
し
て
い
る
調
布
保
谷
線
、
東
八
道
路
・
放
射
５
号
線

な
ど
南
北
と
東
西
の
軸
と
な
る
路
線
に
つ
い
て
、
外
環
本
線
の
供
用
開
始
ま

で
に
整
備
を
完
了
す
る
こ
と
が
必
須
の
前
提
条
件

●
東
八
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
交
通
の
適
切
な
処
理
を
担

保
す
る
た
め
、「
都
市
計
画
変
更
案
に
係
る
三
鷹
市
の
意
見
書
」に
お
い
て
要

望
し
て
い
る
周
辺
の
都
市
計
画
道
路
等
の
整
備
に
つ
い
て
、
市
及
び
関
係
機

関
と
の
協
議
を
進
め
、
優
先
順
位
を
決
め
る
な
ど
、
計
画
的
に
整
備
を
完
了

す
る
こ
と
を
要
望

●
周
辺
の
都
市
計
画
道
路
の
整
備
が
大
幅
に
遅
れ
る
な
ど
の
原
因
に
よ
り
、
地

域
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
判
明
し
た
場
合
に
は
、
万
全
の
対
策
を

施
す
ま
で
東
八
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
開
設
を
延
期
す
る
な
ど
の
処
置

を
講
じ
る
こ
と
を
要
望

◇
東
八
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
交
通
集
中
を
分
散
さ
せ
る
た
め
、
中
央
道

高
井
戸
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
下
り
線
オ
ン
ラ
ン
プ
の
早
期
整
備
に
取
り
組
む

方
針
を
示
し
た

●
東
八
道
路
か
ら
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
流
出
入
す
る
車
の
渋
滞
の
緩
和
を
図

る「
東
八
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
立
体
化
」等
、
東
八
道
路
と
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
接
続
部
に
係
る
交
通
対
策
に
つ
い
て
積
極
的
に
検
討
し
、
市
と

も
十
分
に
協
議
を
進
め
る
こ
と
を
要
望

◇
東
八
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
及
び
そ
の
周
辺
に
お
け
る
大
型
車
規
制
や
交

通
規
制
を
行
う
な
ど
、
総
合
的
な
交
通
規
制
に
取
り
組
む
方
針
を
示
し
た

●
市
が
生
活
エ
リ
ア
内
の
速
度
規
制
や
ハ
ン
プ
、
狭
さ
く
等
の
設
置
に
よ
る
通

過
交
通
規
制
及
び
歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
の
整
備
を「
く
ら
し

の
み
ち
ゾ
ー
ン
」等
の
事
業
制
度
の
活
用
に
よ
り
事
業
を
実
施
す
る
際
に
は
、

財
政
的
な
面
を
含
め
て
制
度
の
活
用
に
向
け
て
可
能
な
限
り
の
支
援
を
要
望

③
生
活
道
路
の
交
通
対
策

②
東
八
道
路
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
交
通
対
策

①
都
市
計
画
道
路
の
迅
速
な
整
備

●
市
は
、
外
環
道
路
計
画
の
進
捗
に
あ
わ
せ
、
適
切
な
生

活
道
路
網
の
再
編
を
進
め
て
い
く
が
、
そ
の
際
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
不
可
欠
と
な
る
都
市
計
画
道
路
の

計
画
的
な
整
備
を
都
に
要
望

●
外
環
道
路
計
画
に
よ
り
移
転
す
る
住
宅
に
つ
い
て
、
所

有
者
の
意
向
を
尊
重
し
な
が
ら
、
一
定
程
度
の
規
模
を

有
し
、
良
好
な
住
環
境
が
整
っ
た
代
替
地
を
確
保
す
る

よ
う
要
望

●
外
環
道
路
計
画
に
伴
い
、
整
備
さ
れ
る
蓋
か
け
部
、
ジ

ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
周
辺
及
び
都
市
計
画
道
路
の
沿
道
の
土

地
利
用
が
、
良
好
な
住
環
境
等
の
維
持
及
び
創
出
が
図

ら
れ
る
よ
う
地
区
計
画
や
特
別
用
途
地
区
な
ど
の
制
度

を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
へ
の
支
援
を
要
望

◇
吉
祥
寺
通
り
、
北
野
中
央
通
り
な
ど
分
断
さ
れ
る
バ
ス

ル
ー
ト
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
意
見
を
聴

き
、
バ
ス
事
業
者
な
ど
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら
、

機
能
の
確
保
を
検
討

●
バ
ス
ル
ー
ト
の
分
断
対
策
と
し
て
外
環
沿
線
に
代
替
ル

ー
ト（
都
市
計
画
道
路
含
む
）を
整
備
す
る
な
ど
、
利
便

性
の
低
下
が
生
じ
な
い
よ
う
機
能
確
保
を
図
る
こ
と
を

要
望

◇
仙
川
崖
線
緑
地
な
ど
地
域
の
既
存
の
樹
木
に
あ
っ
た
植

生
な
ど
自
然
環
境
と
の
調
和
を
十
分
考
慮
し
た
検
討
を

実
施

◇
人
と
自
然
の
触
れ
合
い
の
活
動
の
場
を
創
出
す
る
こ
と

を
検
討

●
地
域
住
民
の
意
見
を
聴
き
、
そ
の
意
向
を
尊
重
し
、
地

域
の
自
然
環
境
と
の
調
和
を
考
慮
し
た
検
討
を
行
い
、

自
然
の
触
れ
合
い
活
動
の
場
と
し
て
の
親
水
公
園
化
の

検
討
を
行
う
こ
と
を
要
望

⑤
仙
川
の
親
水
公
園
化

④
吉
祥
寺
通
り
及
び
北
野
中
央
通
り
の

分
断
に
対
す
る
対
策

③
良
好
な
住
環
境
の
維
持
及
び
創
出

インターチェンジ周辺の
都市計画道路等の整備
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東京外かく環状道路（関越道～東名高速間）対応の方針（素案）について

三鷹市は、国土交通省・東京都に対して
より具体的な対策を求めます

国土交通省（以下「国」）と東京都（以下「都」）は、沿線市区とともに実施した地
域課題検討会などで頂いた地域の皆様の意見を、交通、環境、まちづくりなど
の項目に分類し、いつ、誰が、どのように対応するかという方針をまとめた「対
応の方針」（素案）を平成21年1月19日に公表しました。
今後、国・都は、事業の各段階（設計、工事、完成後の管理など）において、対

応の方針に基づき詳細な検討を実施するとしています。

三鷹市ではこの対応の方針に、より具体的な取り組みを含んだ対策を反映さ
せるため、『東京外かく環状道路「対応の方針」（素案）に係る三鷹市の要望書』（案）
（以下「要望書」（案））を国・都に提出する予定です。ここでは要旨をご紹介します。
この「要望書」（案）について、市民のみなさんのご意見をお聴かせください。

まちづくり推進課@内線2862問�

「対応の方針」（素案）に係る三鷹市の要望書（案）
～北野の里（仮称）の創出に向けて～

東京外かく環状道路
（関越道～東名高速間）

要旨

《総論》
土地利用が転換されるジャンクション区域や都市計画道路整備などに係るまちづくりについ
ては、「緑と農のある風景」という地域特性を活かした拠点、言わば“北野の里（仮称）”と呼べ
るように面的な整備の展開が求められます。今後、国・都が「対応の方針」を策定するにあたり、
本要望書の要望事項について、できる限り同方針に反映させるとともに、素案からさらに踏み
込んだ具体的な内容を盛り込むなど、最大限誠意ある対応を図るよう求めるものです。

《個別課題への対応に係る要望》
市民にとって良好な現在の環境水準の確保を前提に、市民の不安の大きい自然環境・生活環
境の悪化を防ぐための環境対策の徹底や、外環本線だけでなく周辺街路や交通全般を総合的に
捉えた道路・交通対策の推進、地域の分断や移転に対する補償や対応など、多様なまちづくり
施策の実行を求めていきます。
＊ここでは「対応の方針」（素案）と「要望書」（案）の一部を抜粋して簡略化して掲載しています。

《
個
別
課
題
へ
の
対
応
に
係
る
具
体
的
な
要
望
》

ま
ち
づ
く
り

参考：外環（埼玉区間）における整備事例
外環の埼玉区間では、蓋かけをおこなうことで、
地域分断による影響を極力小さくする工夫をしてい
ます。
対応の方針（素案）より

対

対 市「対応の方針」（素案）（国と都の考え方） 三鷹市の要望内容

交
　
通

市

北野の里（仮称）位置イメージ

対市

対市

市対市対市

対市対市

北野の里
（仮称）


